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■対　象　新小学1年生

　（平成23年4月2日～平成24年4月1日生まれ）

※原則、手続は不要です。3月下旬に、保護者あてに

新しい資格証（クリーム色）を送付します。

※小学校就学前に「子どもの医療費受給資格証」の交

付を受けていない場合は手続が必要です。

※健康保険未加入者、生活保護を受けている人などは

助成を受けることができません。

※今お持ちの緑色の資格

証は、有効期間を過ぎ

ると使用できませんの

で破棄してください。

新小学1年生の
医療費助成の
資格証を送付します

◎申し込み・問い合わせ

本庁　こども家庭課　子育て給付係

（1階54番～57番窓口）

☎40・7252  FAX25・5440　*kodomo@city.saga.lg.jp

　この期間は自治会や事業所を中心に市内各所で河川

清掃が行われます。

　皆さんで身近なボランティアに参加しましょう。

第38回
春の「川を愛する週間」
4月1日（日）～29日（日・祝）

◎問い合わせ

本庁　河川砂防課　維持係

☎40・7182  FAX26・7388　*kasen@city.saga.lg.jp

北部建設事務所

（大和町・富士町・三瀬村にお住まいの人）

☎58・2863  FAX58・2119　*hokobukensetsu@city.saga.lg.jp

南部建設事務所

（諸富町・川副町・東与賀町・久保田町にお住まいの人）

☎45・1804  FAX45・8023　*nanbukensetsu@city.saga.lg.jp

　児童手当は受給者の状況により、手続きが必要な場

合があります。次の場合は15日以内に届出が必要です。

・児童が生まれたとき

・佐賀市に転入したとき

・児童と別居したとき

・公務員になったとき

・公務員でなくなったとき

※公務員として就職・退職した人は、職場とお住まい

の市町村の両方で手続きが必要です。

※手続きが遅れると手当を

受給できない場合や、受

給した手当の返納が必要

な場合があります。

児童手当の手続き

◎問い合わせ

本庁　こども家庭課　子育て給付係

☎40・7252  FAX25・5440　*kodomo@city.saga.lg.jp

○佐賀市立図書館　2階　ロビーギャラリー

■期　間　3月28日（水）～4月12日（木）

■時　間　10時～19時（日曜は10時～17時）

※3月29日（木）、4月2日（月）、4月9日（月）は休館。

○さが水ものがたり館

■期　間　4月13日（金）～27日（金）

■時　間　9時30分～17時（月曜休館）

平成29年度
河川愛護ポスター・標語
入賞作品展示会

◎問い合わせ

本庁　河川砂防課　維持係

☎40・7182  FAX26・7388　*kasen@city.saga.lg.jp
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　子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、

ホ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
と
い
う

活
動
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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る
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に
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修
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受
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育
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ボ
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活
動
で

す
。　子

育
て
が
「
孤
育
て
」
に
な
ら
な
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よ
う
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と
い
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願
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込
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れ
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活
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で
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頼
れ
る
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身
近
に
い
な
い
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話
を
聞

い
て
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し
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健
診
に
つ
い
て
来
て
ほ
し
い
」

「
子
ど
も
と
遊
ん
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も
ら
い
た
い
」
…
そ
ん
な

悩
み
に
、
ホ
ー
ム
ビ
ジ
タ
ー
が
応
じ
て
く
れ

ま
す
。

　子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

週
に
一
度
、
2
時
間
程
度
、
子
育
て
の
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
料
金
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

　私
自
身
、
家
に
き
て
い
た
だ
き
、
引
越
し

の
荷
造
り
の
際
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
っ
こ
し
て

も
ら
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
離
乳
食
の

作
り
方
な
ど
も
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
、
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。

　子
育
て
の
小
さ
な
悩
み
も
、
大
き
な
ス
ト

レ
ス
に
な
り
ま
す
よ
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一
人
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い
る
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は
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、
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だ
さ
い
。
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れ
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オ
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佐
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も
数
多
く
、
眺
め
て
い
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も
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し

く
な
り
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す
。
主
流
は
観
光
客
に
向
け
た
商

品
が
占
め
て
い
ま
す
が
、
普
段
使
い
の
用
品

も
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か
け
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す
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　そ
の
中
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も
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の
は
公
共
施

設
等
で
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き
る
文
具
で
す
。
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い
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や
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く
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
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い
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い
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、
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。
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　市
立
小
学
校
の
1
年
生
全
員
（
2
，
1
0
2

人
）
に
、
1
年
を
か
け
て
作
製
し
た
手
作
り
の

「
竹
と
ん
ぼ
」
と
「
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
」
を
寄
贈
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　子
ど
も
た
ち
は
、
3
学
期
の
生
活
科
の
学
習

を
中
心
に
、
友
達
と
一
緒
に
楽
し
く
遊
ん
で
い

ま
す
。

　「
竹
と
ん
ぼ
」
や
「
ぶ
ん
ぶ
ん
ゴ
マ
」
を
初
め

て
手
に
取
る
子
ど
も
た
ち
も
、
工
夫
し
な
が
ら

少
し
ず
つ
上
手
に
飛
ば
せ
る
よ
う
に
な
り
、
と

て
も
嬉
し
そ
う
で
す
。

　昔
遊
び
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
で
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

■
寄
贈
い
た
だ
い
た
人

　株
式
会
社
匠
美
建
築
工
房

　岩
本

　重
男
さ
ん

「
竹
と
ん
ぼ
」を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

熊
本

　由
美
子

　佐
賀
空
港
か
ら
の
海
外
観
光
客
が
増
え
て

い
る
中
、
佐
賀
県
は
外
国
人
居
住
者
の
増
加

率
が
日
本
一
で
す
。

　最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
映
画
等
で
も
国

際
的
な
話
題
が
多
く
な
り
ま
し
た
ね
。

　街
な
か
の
商
工
ビ
ル
1
階
に
あ
る
国
際
交

流
プ
ラ
ザ
は
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
な
空
間
で

す
。
木
質
の
明
る
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

は
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
図
書
コ
ー

ナ
ー
等
、
世
界
の
情
報
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

調
理
室
は
世
界
の
料
理
の
香
り
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。

　海
外
と
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
、
医
療

通
訳
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
相
談
に
至
る

ま
で
、
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
交
流
事
業
か
ら

は
1
5
0
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
あ
る
佐

賀
の
未
来
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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▲佐賀城本丸歴史館や佐賀北郵便局で購入した文具。

池川　凌太さん（小中一貫校　富士校中学部）の作品

（平成29年度　河川愛護標語金賞）

「川の水　一人の意識で　七変化」
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